
令和８年熊本地震に係る
鳥取県支援対策本部会議（第４回）
・台風第１５号等に係る情報連絡会議

【日 時】令和８年８月１０日(月)午後４時3０分〜

【場 所】第３応接室（県庁本庁舎３階）
災害対策本部室（県庁第２庁舎３階）

【参加者】知事、副知事※、関係部局、鳥取地方気象台※
※リモート参加

【次 第】１ 熊本地震の本県の支援について
２ 最新の気象状況及び今後の予測等
３ その他
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被害状況
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消防庁被害報（8/9 10:00時点）
熊本県災害対策本部会議資料（8/9 14：00時点）ほか

熊本県：死者３９人、重傷２３人、軽傷等１４６人
≪死者の内訳≫
八代市20人、宇城市3人、嘉島町7人、甲佐町1人、氷川町5人

うち災害による負傷の悪化又は身体的負担による疾病により死亡した可能性の
ある死者1人。災害との関連を調査中の死者2人

福岡県：重傷１人・軽傷１人、大分県：軽傷１人、
鹿児島県：軽傷１人

人的被害

熊本県：全壊６９９棟、半壊１，０４５棟、
一部破損７，８１８棟、分類未確定１１，１００棟

福岡県：一部破損８棟

住家被害

熊本県：火災１１件
救助６４件

火災等
発生状況

• 日本製紙八代工場にて、閉じ込められた11人全員
の救助完了（うち9人は死亡）

• イオンモール熊本にて、12人救助し、うち5人は軽傷、
7人は死亡※救助活動終了

重大事象

○主な被害等

○避難状況等（熊本県）
・開設避難所数 １０３箇所（１２市町村）
・避難者数 ６,１８３人 ・断水 ３４,７７０戸



自治体による対口支援の状況

対口支援団体(65都道府県市)総括支援団体受援団体

東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川
県、山梨県、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、
川崎市、相模原市、新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京
都市、大阪市、堺市、神戸市、岡山市、広島市

東京都熊本市
（くまもとし）

熊
本
県

大分県、福井県、大阪府、岡山県、山口県、長崎県、鹿児島
県、沖縄県、北九州市、静岡市

大分県八代市
（やつしろし）

福岡県、滋賀県、京都府、徳島県、香川県福岡県宇土市
（うとし）

福岡市、富山県、石川県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、
三重県、兵庫県、奈良県、和歌山県、宮崎県、長崎県

福岡市宇城市
（うきし）

長崎県長崎県美里町
（みさとまち）

宮城県、山形県、福島県、新潟県-御船町
（みふねまち）

北海道、青森県、岩手県、秋田県-
（宮崎県終了）

嘉島町
（かしままち）

佐賀県、鳥取県、島根県、広島県、愛媛県、高知県、浜松市佐賀県氷川町
(ひかわちょう)

8月10日9:30時点
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氷川町の概要
平成１７年に竜北町と宮原町が合併
７月２８日16:27の地震で震度７を記録
＜面積＞33.31㎢
＜人口＞10,351人

町の特産品「吉野梨」、町木：梨

【被害状況】熊本県被害報 8月9日14:00時点
○ 人的被害：死者5名、分類未確定14名
○ 住家被害：全壊163、半壊195、一部破損903
○ 避難所の開設状況：４箇所 336名避難
○ 断水：約3,100戸
８割以上の梨が枝から落ちるなどの被害あり

【対口支援団体（役割分担）】
○ 避難所運営等：愛媛県、高知県、佐賀県、このほかに
鳥取県、広島県からも支援。

○ 住家被害認定：広島県、佐賀県
○ 罹災証明発行：鳥取県、島根県、浜松市
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職員派遣の状況①
2026/08/10　12:00時点

業務区分
（派遣先）

業務内容 陣 派遣期間
現地活動
期間

人数 職員の所属

第1陣 7/29～8/3 7/30～8/3 2
第2陣 8/3～7 8/3～7 2
第3陣 8/6～12 8/7～11 2
第4陣 8/10～16 8/11～15 2
第1陣 8/1～7 8/2～6 10 県
第2陣 8/6～12 8/7～11 10 県、市町村
第１陣 8/5～11 8/6～10 10
第2陣 8/10～16 8/11～15 10
先遣隊 8/1～4 8/2～3 2
第1陣 8/3～9 8/4～8 4
第2陣 8/8～14 8/9～13 4

第1陣 7/30～8/3 7/31～8/2 15
中央病院・厚生病院・
鳥大付属病院

第2陣 8/1～6 8/2～5 5 鳥取赤十字病院
コーディネーション
チーム（第1陣）

7/29～8/6 7/30～8/5 1 中央病院

コーディネーション
チーム（第2陣）

8/2～12 8/3～11 1 鳥大付属病院

第1陣 8/7～12 8/8～11 6

第2陣 8/10～15 8/11～14 4

県、市町村、県社会福
祉協議会、社会福祉
法人等

避難所運営
（氷川町）

避難所運営

鳥取DWAT
（氷川町）

避難者（要支援者）
のスクリーニング、
日常生活支援、避
難所内環境整備等

鳥取DMAT
（熊本市内）

病院支援、診療所
スクリーニング、避
難所支援等

情報連絡員
（熊本県庁、氷川町）

現地との連絡調整

罹災証明交付支援等
（氷川町）

罹災証明の交付等

保健師チーム
（氷川町）

保健師活動調整、
個別訪問

県

県

県
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職員派遣の状況②
業務区分
（派遣先）

業務内容 陣 派遣期間
現地活動
期間

人数 職員の所属

第1陣 7/30～3 7/31～2 4
第2陣 8/2～6 8/3～5 4
第3陣 8/5～9 8/6～8 4
国交省要請（第1陣） 8/4～8 8/5～7 4
国交省要請（第2陣） 8/8～12 8/9～11 4
第1陣 7/30～8/3 7/31～8/2 3
第2陣 8/2～6 8/3～5 3
第3陣 8/5～9 8/6～8 3
第4陣 8/8～14 8/9～13 3
警備部隊 7/28～31 7/27～30 23
交通部隊 7/31～8/6 8/1～5 8
被災者支援部隊 7/31～8/9 8/1～8 6
特別自動車警ら隊 8/1～10 8/2～9 4
特別犯罪抑止部隊 8/10～19 8/11～18 4

第1陣 8/2～8 8/3～7 1

第2陣 8/6～11 8/7～10 1

第1陣 7/31～8/7 8/1～6 8 米子市
第2陣 8/6～13 8/7～12 6 鳥取市

給水支援チーム
（熊本県）

給水支援

罹災証明コーディ
ネーター
（宇城市）

罹災証明書交
付・被害認定調
査実施に係る助
言・計画調整

倉吉市

警察災害派遣隊
（熊本県）

人命救助、交通
規制等

県警察本部

被災建築物応急危
険度判定士
（氷川町、八代市）

建築物の応急危
険度判定

県

被災宅地危険度判
定士（氷川町）

宅地の危険度判
定

県

対口支援先（熊本県氷川町）の被災状況、支援ニーズを踏まえ、他支援自治体と調整し、適宜、追加支援を検討
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氷川町への支援
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罹災証明発行支援（8/1～）
罹災証明発行（8/8～）に向けた会場設営、発行対応
第2陣(8/6～)からは県職員に加え市町村職員も派遣

避難所運営支援（8/5～）
避難所（竜北西部小学校）を鳥取県が中心に運営
避難者への食料・物資の配布、各種物資の搬入、入浴設
備（シャワーテント）の管理、炊き出しの誘導等を実施

物資支援等
• 県トイレカー（３台）、シャワーカー（１台）を派遣（8/1～）
• ブルーシート（約5,000枚）を提供（8/7～）
• 県の協定事業者が給水支援を実施（8/1～）

※現地でのボランティアニーズに応じ、県職員災害応援隊を派遣予定
ボランティアの減少が見込まれる盆明け以降の派遣について、町ボランティアセ
ンターと調整中（家の片付けなど）

罹災証明発行窓口の設営準備

避難所での
物資の仕分け等

トイレカー



保健医療福祉等の対応①

○保健師等チームの派遣
・８/１～４ 第１陣 ２名（保健師１名、調整員１名）
・８/３～９ 第２陣 ４名（保健師２名、衛生技師１名、調整員１名）
・８/８～１４ 第３陣 ４名（保健師２名、調整員２名） ※活動中
全世帯（約4,500世帯）への個別の訪問等の保健活動を実施

〇日赤救護班の派遣
・８/１０～８/１６ 日赤災害医療コーディネートチーム３名派遣（医師・看護師・事務職員等）
氷川町において、保健医療福祉調整本部の活動支援を実施

・８/１１～８/１６ 第１陣 派遣人数８名（医師・看護師・調整員等）
宇城保健所において、保健医療福祉調整本部の活動支援を実施

〇鳥取県ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）の派遣 【本県として初】
・８/１６～２１ 倉吉病院DPAT隊 ３名派遣（医師1名、看護師1名、精神保健福祉士1名）
避難所等における心のケア、又は精神科病院における病院支援等の活動を実施予定

〇鳥取県DWAT（災害派遣福祉チーム）の派遣
・８/7～８/１２ 第１陣 ６名（チーム員４名、事務局２名） ※活動中
・８/１０～８/１５ 第2陣 ４名（チーム員３名、事務局１名）
氷川町公民館を拠点に要支援者のスクリーニング、避難所内環境整備等を実施

○災害ボランティアの派遣
・現地で鳥取県社協職員等が氷川町社協と調整中。日程等の調整ができ次第、募集開始。
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保健医療福祉等の対応②

○大規模災害ボランティア活動応援事業（8/4～）
・ボランティア団体等による支援活動へ充当するための、クラウドファンディング型の寄附金の
募集及び当該支援活動を行う補助事業者の募集を開始。

〇避難被災者生活支援金（8/3～）
・災害により鳥取県に避難される方に対し支援金支給
（１ヶ月以上居住する世帯（者）に１０～３０万円）

○災害義援金の受付開始（7/30～）
・県内外10か所に義援金募金箱を設置し、寄せられた義援金を日本赤十字社に贈呈

〇鳥取DMAT（災害派遣医療チーム）の派遣
・７/３１～８/２ ３隊（中央病院・厚生病院・鳥大附属病院）
・８/２～８/５ １隊（鳥取赤十字病院）
病院支援、診療所等のスクリーニング、避難所支援など活動実施
このほか、７/３０～コーディネーションチーム計２名派遣中
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建築物・宅地等の応急危険度判定・給⽔支援等
・応急危険度判定士の派遣
①被災建築物応急危険度判定士（建築技師 計20名）
・氷川町で活動（7/31～8/7）
・全国要請による活動（八代市 8/5～7 、熊本市 8/8～10）

→本日8/10で業務完了予定

②被災宅地危険度判定士（土木技師 計12名）
氷川町で活動（7/31～予備調査、8/7～13 宅地危険度判定）

→8/13で業務完了予定

・給水支援
全国要請により活動（8/1～6 米子市、8/7～12 鳥取市）
→8/13～18 倉吉市

・県営住宅等の提供
県営住宅(世帯用16戸)を被災者の方に無償提供可能

（入居期間：当面１年間、家賃：全額免除、光熱水費等：自己負担）
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公共施設等への復旧支援
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町道の変状と応急処置状況

〇災害査定への支援

・氷川町内の公共土木施設の被災箇所の抽
出は現在実施中

・今後の災害査定のための詳細な調査に向け
て、氷川町への技術職員（土木、農林）の追加
支援を他支援自治体と調整

〇応急復旧へ支援

・被災宅地危険度判定士として派遣中の土木
技師は氷川町建設水道課・氷川町建設業協会
と連携し、被災箇所の応急・復旧工事を進めて
いる
・併せて倒壊建物の道路影響箇所を調査中

建設水道課・建設業協会との調整状況



ふるさと納税代⾏受付による被災自治体支援

＜８月9日時点の状況＞ ※申込ベース

寄附金額 7,448,520円 （319件）

（内訳）
・熊本県 6,820,520円 （296件）
・熊本県氷川町 628,000円 （23件）

（参考）

被災自治体の事務負担軽減を図ることを目的とし、ふるさと納税の代行受付を実施する。

①被災自治体へのふるさと納税を鳥取県への寄附として受け入れ、被災自治体へ送付

②寄附金受領証明書等の発行、送付
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県内産業・事業者への影響と対応

○熊本地震に係る県特別相談窓口 現時点で相談なし

○災害等緊急対策融資「令和８年熊本地震対応枠」発動中（8/4〜）
・取引先の被災等により影響を受ける事業者の資⾦繰りを⽀援
・利率1.63％、融資枠５億円

半導体関連工場 稼働再開の工場が増加
・半導体︓TSMC（8/3〜）、ルネサスエレクトロニクス（株）（川尻工場（8/5〜）錦工場（7/29〜））等

自動⾞関連工場 順次生産再開中
・⾃動⾞︓アイシン九州（株）（8/2〜）、トヨタ⾃動⾞（株）（8/5〜）、三菱⾃動⾞工業（株）

（水島製作所（8/5〜））

本県での代替生産
・飲料水⽣産工場・・・サントリーHD （株）︓（8/6）国内の他拠点で代替⽣産を開始
・県内拠点での代替⽣産を準備中（飲⾷料品）︓８⽉中旬以降、増産予定

サプライチェーンへの影響 別ルートで輸送
・道路・鉄道網の被災 ・・・ 熊本県内経由の通常ルートが使えない状態（８⽉中の運航再開は困難）

→東九州道等を利⽤

○県内産業・事業者への影響

現時点で相談なし
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8月10日０９時の地上天気図

概況 鳥取地方気象台

Tottori Local Meteorological Office,JMA

気象庁

台風経路図（８月10日０９時）

・台風第１５号は、進路を北西から次第
に西寄りに変え、１１日には関東または
東北地方に上陸する可能性が高い見込
みです。その後、台風は本州を横断し
12日には山陰沿岸を西に進むでしょう。
13日09時には熱帯低気圧に変わる見
込みです。
・鳥取県には、１２日夕方から夜のはじ
め頃に最も接近する見込みです。

１２日０９時（予想）
中心気圧：9９６hPa
最大風速：１８ m/s
最大瞬間風速：25 m/s 

１３日0９時（予想）
熱帯低気圧
中心気圧：9９８hPa

１０日21時（予想）
中心気圧：9８５hPa
最大風速：２３ m/s
最大瞬間風速：３５ m/s 

台風第15号

8日0９時（実況）
中心気圧：990hPa
最大風速：２０ m/s
最大瞬間風速：30 m/s 

１１日０９時（予想）
中心気圧：9８０hPa
最大風速：２５ m/s
最大瞬間風速：３5 m/s 

８月11日２１時 予想天気図 海面水温
８月９日
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防災時系列情報と早期注意情報 鳥取地方気象台

Tottori Local Meteorological Office,JMA

気象庁

24時間降水量（多い所）
１０日１２時～１１日１２時
東部 １ミリ 中・西部 １ミリ
その後の24時間降水量（多い所）
１１日１２時～１２日１２時
東部 ６０ミリ 中・西部 ６０ミリ

 台風第15号は、鳥取県に12日夕方から夜のはじめ頃にかけて最も接近する
見込みで、１２日には強風域に入る可能性があります。

 12日は、台風第１５号や湿った空気の影響で、レベル２大雨注意報やレベル２
土砂災害注意報を発表する可能性があります。

 今後の台風情報など、常に最新の情報をご利用ください。

８月１０日１１時現在

早期注意情報（警報級の可能性）
１０日１１時発表

鳥取県では、１５日までの期間内
に［高］及び［中］ はありません。

︓警報発表の可能性あり ︓注意報発表タイミング︓警報発表タイミング ︓注意報発表の可能性あり



参考資料：新しい防災気象情報

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例︓レベル４大雨危険警報 等）

新しい防災気象情報の解説ページ
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/keiho-update2026/index.html

（警戒レベルごとの）
住⺠が

とるべき行動
高潮

海水面の上昇や
波の打上げによる浸水

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土⽯流

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

命の危険 直ちに安全確保︕レベル５
高潮特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
氾濫特別警報

警戒レベル
５相当

＜警戒レベル４までに危険な場所からかならず避難︕＞

危険な場所から全員避難レベル４
高潮危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
氾濫危険警報

警戒レベル
４相当

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

レベル３
高潮警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
大雨警報

レベル３
氾濫警報

警戒レベル
３相当

避難⾏動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

レベル２
高潮注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
氾濫注意報

警戒レベル
２

災害への心構えを高める早期注意情報
警戒レベル
１
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気象庁
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台風第１５号等の大雨、交通の影響に注意
○台風第１５号は、１１日(火)ごろに東日本に上陸する恐れがあ

り、首都圏も強風域に入る可能性があります。

その後、１２日(水)ごろに山陰沖に接近する見込み。

○本県では、大気状態が不安定となって、突然の強雨となる可能

性もありますので、天候の急変にご注意ください。

今後の気象情報に注意してください。
広域的な交通障害の発生を要注視。

大気状態の不安定により、台風の接近前から突然の
強雨となる可能性があります。

熊本県現地で支援活動を行う際は、屋外での活動時
に注意してください。

17



公共土木施設の対応
１ 県民や自治体への情報提供

• 住民避難に資する水位情報を発表､市町村に伝達。 県HPから確認できます

河川や道路のカメラ映像の提供 鳥取県防災情報ポータル（ https://tori-bousai.jp/）

※鳥取県防災情報ポータルから以下の情報が確認できます

道路の交通規制などの情報、河川の水位情報や土砂災害危険度、ダムの水位情報

レベル２土砂災害注意報発表の後、雨雲が急に発達した場合は、レベル３土砂災害警報が発表されることなくレベ
ル４土砂災害危険警報が発表される場合があるのでご注意ください。

 「土砂災害が発生するおそれのある箇所」を公表（https://www.pref.tottori.lg.jp/323310.htm）

（参考）１月６日から江府町、日野町で土砂災害危険警報発表基準を暫定的に引き下げて運用中

２ 工事中箇所の対応（県土整備事務所等に周知済）
• 工事中の箇所は出水に備えて適切な防災措置（作業員や資機材の退避、飛散・流出防止対策等）を講じ、安全対策
を周知済

• 降雨状況や局地豪雨予報等を踏まえ、大雨の発生や水位、波浪に応じたパトロールや水防活動を行う。

• 実施中の災害復旧工事

令和５年台風第７号災害：県管理施設（道路・河川・砂防）３５３箇所のうち７箇所（２％）工事中、３４６箇所完成

令和７年６月豪雨災害：県管理施設（道路・河川）４箇所のうち１箇所（２５％）工事中、３箇所完成

令和８年１月地震災害：県管理施設（漁港）３箇所全て工事中

３ 公共土木施設の管理（県土整備事務所等に周知済）
（１）河川・砂防

• 排水機場や樋門等が洪水に対して確実に稼働するよう、市町村と連携した操作を実施する。

• 浸水常襲箇所への排水ポンプ車［配備台数：東部（国2、県3）、中部（国4、市2）、西部（国1、県1） ］や人員を配置す
る体制をとる。
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公共土木施設の対応
（２）ダムの管理

• 県内全ての治水・利水ダムで、当期に必要な治水容量を確保済。

• 治水協定に基づき、洪水が予想される場合は事前放流を行う。
• 気象状況・ダム水位等を注視し、ダム放流にあたっては、下流住民へ情報伝達を適時・的確に行う体制をとる。

（３）道路
• 県管理道路・高速道路等の事前通行規制（県土整備部、国土交通省）

 県管理道路（境水道大橋等）、山陰道や鳥取道等の基準雨量・風速を超過した場合は事前通行止めとし、関係機
関と連携して、道路情報板や案内看板で迂回路へ誘導する。

• 強風・冠水等への対応

 大山周辺等の危険木について、注意喚起の看板を設置済。

 カメラによる監視・大雨時のパトロールを強化し、倒木や冠水が発生した際に速やかに道路規制を行い交通を誘導
する。

４ 災害発生時における初動体制を強化（各機関に周知、確認済）
（１）（一社）鳥取県建設業協会と災害時応援協定に基づく対応

• 「災害時における応急対策業務等に関する基本協定書」に基づいた対応を行う。

（２） （一社）鳥取県測量設計業協会との災害時応援協定に基づく対応
• 災害応援協定（業務の内容）を拡充し、ドローン等を活用した、山間奥地を含む被災状況の早期把握及び測量を発
災直後から実施する。

（３）鳥取県土木防災・砂防ボランティア協会との調整
• 被災時の現地調査への同伴、復旧方針及び工法検討への助言を行う。
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 河川の水位情報と防災気象情報（河川氾濫、大雨）に基づき早めの避難を
呼びかけ

【それ以外の河川】
大雨警報等を市町村毎に流域の雨量をもとに発表。

【洪水予報河川（流域が大きな河川）】
氾濫警報等を河川毎に水位情報をもとに発表。
《洪水予報河川》 県：由良川 、 国：千代川等８河川 《水位周知河川》 県：大路川等19河川、八東川等３河川

≪防災気象情報≫

洪水予報河川

それ以外の河川

 高波や高潮への警戒

• 台風接近に伴う吹き寄せと大潮が重なるため、海岸付近や中海・東郷池・湖山池の沿岸などでは、高波や高潮
による冠水に警戒してください。

20

５ 高波、高潮、河川水位情報について



農林水産業者、関係団体などへ台風期における各種対策等、注意喚起を実施

１ 農業関係
○「台風に対する農業技術対策（夏期）」(7/28発出）を参考に、生産者への注意喚起を各市町村、農協、
農林局等に周知。
[連 絡 内 容] ①農作物の管理について（排水対策等）、②パイプハウスの強風対策について

③台風接近中は、ほ場や水路の見回りを行わないよう注意喚起
[農作物の状況と現場の対応]

２ 農地・ため池関係
○台風期における防災態勢の強化について、各市町村、農林局へ周知。（8/10）

３ 林業関係
○各林業関係組合に対して、土砂災害等の注意喚起など各組合員への安全対策・安全管理の徹底を周
知。（8/10）

４ 水産関係
○市町村、各漁業協同組合、養殖事業者及び水産関係団体向けに、漁業関係者の安全確保、漁船・漁
具、及び漁業用施設等への防災措置について、注意喚起を実施。 （8/10）

農林⽔産関係への対応

ハウス二十世紀の出荷は約８割終了。８月下旬には新甘泉、露地二十世紀等の
出荷が始まる。枝の棚への固定し直しによる落果対策、排水対策、降雨後の防
除を指導。

梨

夏ネギは約６割出荷終了。排水対策や降雨後の防除を指導。白 ネ ギ

秋冬ブロッコリーは１割程度植え付け終了。排水対策や降雨後の防除を指導。ブロッコリー

排水路を清掃し、ほ場内の排水溝を排水口とつなぐなど排水対策を指導。大豆
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公共交通機関の対応
（１）公共交通機関の状況（８/１０ １２：００現在）

＜鉄道＞ＪＲ西日本、智頭急行、若桜鉄道

＜バス＞日ノ丸自動車、日本交通
＜航空＞ANA、エアソウル、タイガーエア

＜ 船 ＞隠岐汽船

※休日・夜間を含め、交通事業者との連絡体制を確立済

（２）県民・観光客等への情報提供
・運休等が発生した場合は、交通事業者や県のホームページ、あんしん トリピーメー
ル等で県民や観光客等に随時情報提供する。
※関西・関東エリアの主要な公共交通機関についても運休等の情報を発信

・路線バスの遅延状況はバスロケーションシステム「バスキタ！とっとり」のホームペー
ジにてリアルタイムで確認可能。

（３）観光関係
・ 気象条件により一部の観光事業者等においては休止等の影響も出ている。

・現時点で中止等が決まったイベント等はないが、今後の気象条件により、影響も懸念
されるため、県ホームページやＳＮＳ等で随時、情報発信していく

現時点で気象条件により運休等
が決まっているものはない。

お出かけの際は、最新の気象情報に加え、公共交通機関の運行情報を、
各交通事業者のHP等で、またイベントの開催情報を主催者のHP等で確認
の上、行動をお願いします。 22


